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１．はじめに

　中川温泉は、神奈川県西部の丹沢山地と丹沢湖に囲まれ

た山北町中川に位置している（図１）。温泉の歴史は古く、

今から約４００年前、武田信玄が負傷者の治療に利用して

「信玄の隠し湯」と呼ばれた。当時は横穴湧泉であったが、

その後、１９２９（昭和４）年頃に井戸が掘削され、１９５８（昭和

３３）年以後、源泉が増加した。

　１９９９（平成１１）年度末の温泉利用状況等は、表１のとおり

自噴泉４箇所、動力揚湯泉２箇所で利用されており、それ

らの深度は１０６～５００m、標高は３５０～３８０mである（神奈

川県生活衛生課資料）。

　中川温泉は数１００万年前の熱水作用のなごりと考えら

れ、石英閃緑岩や変成岩中の亀裂に沿って温泉が湧出して

いる（大木ほか、１９６４）。

　中川温泉は半径５００mの狭い範囲に密集しており、揚湯

試験等により源泉相互間の影響が著しいことがわかった

（大木ほか、１９６７、荻野ほか、１９６７）。そこで、１９６７（昭和

４２）年に当地域は神奈川県温泉保護対策要綱による温泉保

護地域又は温泉準保護地域に指定され、掘削等の制限が設

けられている。

　また、中川温泉の化学成分等について考察した報告があ

る（田嶋ほか、１９６７、小鷹ほか、１９６９）。

　１９９４（平成６）年度に温泉保護対策の推進に活用するた

め、中川温泉の温度、湧出量、化学成分の現況を把握する

温泉保護対策調査を神奈川県生活衛生課の委託により当

所等が行った（神奈川県温泉地学研究所、１９９５）。

　さらに、１９９７（平成９）年度に調査を行い、総硫化水素の

分析を追加した。

　本稿では、今までの分析データを整理するとともに、分

析データから中川温泉の化学成分について考察を加えた

ので報告する。

２．中川温泉の化学成分の特徴

　中川温泉は pH９以上と強いアルカリ性を示す。その原

因は、石英閃緑岩や丹沢層群に含まれる火成岩鉱物、特に

灰長石成分の加水分解と不均一溶解によってモンモリロ

ナイトが生じ、pHが上昇すると説明された（Oki et al. 

１９７７）。

　中川温泉の今までの分析データを記載し、その中から最

新のデータ（表２）を選び、考察に用いた（台帳番号は足柄

上第２号をAK２のように略記する）。

　表２から、中川温泉（AK２，３，４，５，７，１１）は温度が

２６.０～３８.０℃、pHが９.４～１０.５、化学成分の総量が１８２

～７２１mg/l で、アルカリ性単純温泉に該当する。主要成分

として、ナトリウムイオンが４１.２～１７６mg/l、硫酸イオ

ンが４７.５～３３１mg/l と卓越している。

　また、総硫化水素が０.０４～０.９８mg/l 含まれており、微

かに硫化水素臭が匂う特徴がある。
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図１　中川温泉の位置
　○：源泉（AK：足柄上の略）、×：河川の採水地点

表１　中川温泉の利用状況等
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表２　考察に用いた中川温泉の分析データ

図７　中川温泉のトリリニヤーダイヤグラム

図２　総量と温度の関係 図５　総量と硫酸イオンの関係

図３　総量と pHの関係 図６　総量と総硫化水素の関係

図４　総量と塩素イオンの関係
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３．考察

　化学成分の総量と温度、pH、塩素イオン、硫酸イオン、

総硫化水素の関係（図２～６）をみると、それぞれの図のプ

ロットにほぼ正の相関がみられる。

　このように、どの図でもほぼ正の相関にあることは、各

源泉が同じ起源であることを示唆していると思われる。

　また、中川温泉の主要イオンの比率によるトリリニヤー

ダイヤグラム（図７）をみると、１地点（AK３）だけアルカリ

炭酸塩の領域にあるが、ほとんどの源泉がアルカリ非炭酸

塩の領域にあり、狭い範囲にまとまっていることがわかる。

４．まとめ

　中川温泉は温度が２６.０～３８.０℃で、pHが９.４～１０.５

とアルカリ性の強い温泉であり、主要成分はナトリウムイ

オン、硫酸イオンが卓越している。また、微かに硫化水素

臭が匂う特徴がある。

　化学成分の総量と塩素イオン等の関係から、各源泉が同

じ起源であることを示唆していると思われる。
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Appendix Ⅰ　中川温泉等の分析データ（１）
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Appendix Ⅰ　中川温泉等の分析データ（２）
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